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Ｎｏ． コメント時期 コメント内容 今回ご説明資料の掲載箇所

S２０１
2021年5月14日

第973回審査会合
「20万分の1地質図幅「野辺地」(第２版)」における断層評価，地質層序について，事業者評価に反映する
事項の有無について説明すること。
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19．「20万分の1地質図幅「野辺地」(第２版)」について
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東通原子力発電所

野辺地図幅表示範囲（左図）

（当社）震源として考慮する活断層

 20万分の1地質図幅「野辺地」(第２版) (以下，野辺地図幅) には，活構造として横浜断層，出戸西方断層，六ヶ所
撓曲，上原子断層，底田撓曲が示されている。
 野辺地図幅に示されている横浜断層，出戸西方断層，上原子断層，底田撓曲（当社の七戸西方断層）は，いず
れも当社の震源として考慮する活断層の評価の範囲（南端・北端）・長さに包含される。

⇒ 野辺地図幅に示されている活構造を踏まえても，当社の震源として考慮する活断層の評価（分布・長さ）に変更
はない。

断層名
野辺地図幅の
活構造長さ

当社評価長さ

横浜断層 約11㎞ 約15.4㎞

出戸西方断層 約5㎞ 約11㎞

六ヶ所撓曲 約9㎞ 存在しない

上原子断層 約4km 約19㎞
上原子―七戸西方断層を
一連の構造として評価

19㎞は野辺地図幅表示範囲内の長さ

底田撓曲
(当社:七戸西方断層)

約14㎞
(野辺地図幅範囲内)

野辺地図幅が示す活構造に当社の震源として考慮する活断層を加筆

（野辺地図幅）横浜断層周辺の地質図

19．「20万分の1地質図幅「野辺地」(第２版)」について

震源として考慮する活断層との比較

当社（震源として

考慮する活断層）

（野辺地図幅）

活構造

コメントNo.S201

野辺地図幅の凡例はp.19-15参照



19-319．「20万分の1地質図幅「野辺地」(第２版)」について

横浜断層の比較

 野辺地図幅の活構造によると，横浜断層は，西側隆起の逆断層で，南限は横浜町太郎須田で北北東-南南西に延び，横浜町浜田付近より北では不明瞭となり，むつ市中野沢付近でせん滅
するとしており，その長さは約11㎞である(長さは当社読み取り) 。
 当社は，横浜断層について，南端を横浜町向平付近，北端をむつ市北川代沢付近の約15.4㎞の区間を震源として考慮する活断層と評価している。
⇒野辺地図幅に示される横浜断層は，当社の震源として考慮する活断層の評価の範囲（南端・北端）・長さに包含され，当社の評価に変更はない。
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（野辺地図幅）横浜断層周辺の地質図（当社）横浜断層周辺の地質図に

野辺地図幅の活構造を加筆

太郎須田

浜田

中野沢

コメントNo.S201

野辺地図幅の凡例はp.19-15参照



19-419．「20万分の1地質図幅「野辺地」(第２版)」について

横浜断層北方の撓曲構造

(当社)横浜断層北部～下北断層南部の空中写真判読図

横浜断層

リニアメント

下北断層

リニアメント

第９０２回審査会合（2020.10.2）

資料１－１ p3-19 一部修正

横浜断層北部～下北断層南部の地質図・地質断面図（当社）に野辺地図幅の横浜断層，北方の撓曲構造等を加筆

横浜断層

北端部

 野辺地図幅は，横浜断層の北端の近傍から北方に，NNE-SSW方向へ伸長する東側隆起の撓曲構造を示し，上部鮮新統～下部更新統の地層を変形させているとしており，その位置及び地質
構造の特徴は当社が評価している下北断層と概ね対応している。

 当社は，中新統の猿ヶ森層，泊層及び蒲野沢層はいずれも西へ60°程度以上の急傾斜を示しており，この急傾斜帯に推定される断層を，下北断層として評価している。

 横浜断層と下北断層は，リニアメントの延長位置及び地形の低下側方向が異なること，断層の延長位置及び地質構造の特徴が異なること等から，互いに連続する断層ではないと判断している。

⇒下北断層の活動時期について，野辺地図幅における撓曲構造は，上部鮮新統から下部更新統の地層を変形させているとしており，下部更新統の砂子又層上部以降の活動はないとする当社
の評価と同様である。

横浜断層

（当社評価）

横浜断層

（野辺地図幅）

横浜断層

（野辺地図幅）

横浜断層

（野辺地図幅）

（野辺地図幅）

（野辺地図幅）

コメントNo.S201



19-519．「20万分の1地質図幅「野辺地」(第２版)」について

出戸西方断層の比較

 野辺地図幅によると，出戸西方断層は，老部川から棚沢川南方にかけてほぼ
南北に延びる西側隆起の逆断層としており，その長さは，約5㎞である(長さは当
社読み取り)。
 当社は，出戸西方断層について，南端を六ヶ所村老部川右岸C測線，北端を

OE-1露頭とする約11㎞の区間を震源として考慮する活断層と評価している。
⇒野辺地図幅に示される出戸西方断層は，当社の震源として考慮する活断層の
評価の範囲（南端・北端）・長さに包含され，当社の評価に変更はない。

コメントNo.S201
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凡例はp.19-15参照
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 野辺地図幅では，六ヶ所撓曲について渡辺ほか（2008）及び渡辺(2016)を引用し，六ヶ所村東部におい
てNNE-SSW方向に延びる東側隆起※の撓曲構造としている。

 一方，日本原燃(2020)によると，出戸西方断層より更に南方の地質構造について，尾駮沼付近から市
柳沼西方にかけて，緩やかで非対称な向斜構造が認められる。

 この向斜構造は，出戸西方断層とは方向及び活動時期が異なることから，一連の構造ではないものと
判断される。
 反射法地震探査結果等から，向斜構造は尾駮沼の出口付近に連続するものと判断される。
 向斜構造を形成する構造運動の影響は六ヶ所層（第四系下部～中部更新統）に及んでいない。

⇒ 野辺地図幅に図示されている六ヶ所撓曲については，日本原燃(株)が実施した調査結果を踏まえると，
対応する位置付近には向斜構造が認められるものの活動性はなく，延長方向も異なっている。野辺地
図幅が示す活撓曲としての六ヶ所撓曲は認められず，出戸西方断層とも関連しないと判断される。

19．「20万分の1地質図幅「野辺地」(第２版)」について

六ヶ所撓曲について（出戸西方断層南端より南方の地質構造）

出戸西方断層南部～南方の地質構造図
日本原燃(2020)に野辺地図幅の活構造を加筆

第９０２回審査会合（2020.10.2）

資料１－１ p3-72 一部修正

※野辺地図幅は東側隆起と記載しているが，渡辺ほか(2008) は西側隆起を示唆している。

コメントNo.S201



19-719．「20万分の1地質図幅「野辺地」(第２版)」について

上原子ｰ七戸西方断層(底田撓曲)の比較

狩場沢

0 1 2 3 4 5km

（当社）上原子―七戸西方断層を一連の構造として評価：約51km

（当社）上原子―七戸西方断層を一連の構造として評価
野辺地図幅表示範囲内の長さは約19㎞

（野辺地図幅）上原子断層－七戸西方断層周辺の地質図

（当社）上原子断層－七戸西方断層周辺の地質図

（当社）上原子断層－七戸西方断層周辺の地質図(拡大)に
野辺地図幅の活構造を加筆

（野辺地図幅）
上原子断層
約4㎞

（野辺地図幅）底田撓曲
約14㎞

矢神

 野辺地図幅によると，上原子断層は，三角岳山地の東縁から野辺地川に沿って上原子付近まで伸びる東側隆起の活断層としており，その長さは，約4㎞である(長さは当社読み取り) 。底田
撓曲は，三角岳山地の東縁に沿って坪川付近から南方へおおよそ南北走向に延びる西側隆起の撓曲構造としており，図面の範囲内における長さは約14㎞である(長さは当社読み取り) 。
 当社は，野辺地図幅に示すほぼ同様の区間をそれぞれ，上原子断層，七戸西方断層(野辺地図幅の底田撓曲)とし，上原子断層は，七戸西方断層による西側隆起の構造運動と関連した地
質構造と考え，上原子断層を含む七戸西方断層（西側隆起の撓曲構造）を一連の構造とし，震源として考慮する活断層として評価し，その長さを51㎞としている。

⇒野辺地図幅に示される上原子断層，底田撓曲は，当社の上原子－七戸西方断層の評価範囲（南端・北端）・長さに包含され，当社の評価に変更はない。

コメントNo.S201

三角岳山地
野辺地図幅の凡例はp.19-15参照

（野辺地図幅）底田撓曲
約14㎞

（野辺地図幅）
上原子断層
約4㎞

南隣は20万分の1地質図幅「八戸」（1991）

活構造に関する記載はない



19-819．「20万分の1地質図幅「野辺地」(第２版)」について

地質・地質層序（下北半島東部の層序の変遷）

第９０２回審査会合（2020.10.2）

資料１－１ p2-7 一部修正

 野辺地図幅によると，下位より中新統の猿ヶ森層，泊層，蒲野沢層及び砂子又層並びに鮮新統～下部更新統の浜田層が記載されているが，当社の中新統猿ヶ森層，泊層，蒲野沢層及
び目名層並びに鮮新統～下部更新統の砂子又層に概ね対応していることから，大局的には同様の年代観に基づく層序区分であると考えられる。

コメントNo.S201
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敷地周辺陸域の地質層序表（当社）
野辺地図幅による地質層序表

19．「20万分の1地質図幅「野辺地」(第２版)」について

地質層序の比較

 当社が中新統の地層とする猿ヶ森層，泊層，蒲野沢層及び目名層は，野辺地図幅に対比される地層とほぼ同様の地質分布，年代である。

 当社が鮮新世～前期更新世の地層とする砂子又層は，野辺地図幅の浜田層に対応しており，地質分布，年代は同じである。

 当社が後期中新世の地層とする目名層は，野辺地図幅の砂子又層に対応しており，地質分布，年代は同じである。

コメントNo.S201

砂子又層の堆積年代について，p.19-8に示す。

猿ヶ森層，泊層，蒲野沢層，目名層の堆積年代
についてp.19-7に示す。
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 敷地近傍陸域及び敷地に分布する主要な地層である猿ヶ森層，泊層，蒲野沢層及び目名層について，敷地周辺陸域において堆積年
代に関するデータが得られている。

 猿ヶ森層からは台島型植物群に属する植物化石が産出し，本層最上部からCrucidenticula kanayae zone(17.0Ma～16.4Ma)に対比され
る珪藻化石群集が産出する。

 泊層からは約23.1Ma～約12.7MaのK-Ar年代が得られており，本層下部からDenticulopsis praelauta zone(16.4Ma～16.0Ma)及び
Denticulopsis lauta zone(16.0Ma～14.6Ma)に対比される珪藻化石群集が産出する。

 蒲野沢層からはD. lauta zone（16.0Ma～14.6Ma）～Thalassiosira yabei zone（11.4Ma～10.0Ma）に対比される珪藻化石群集が産出する。

 目名層からは，Thalassionema schraderi zone(8.5～7.6Ma)， Rouxia californica zone(7.6～6.4Ma)に対比される珪藻化石群集が産出す
る。

年代分析，測定資料採取位置図

19．「20万分の1地質図幅「野辺地」(第２版)」について

中新世の地層（猿ヶ森層，泊層，蒲野沢層，目名層）の堆積年代（当社）

第９０２回審査会合（2020.10.2）

資料１－１ p2-10 一部修正

× 蒲野沢層の年代試料採取箇所
× 泊層の年代試料採取箇所
× 猿ヶ森層の年代試料採取箇所

コメントNo.S201

敷地周辺陸域の中新統の堆積年代データ
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砂子又層の年代データ試料採取位置

 砂子又層の年代データとしては，事業者によるFT年代測定結果，菅原ほか(1997)による石灰質ナノ化石
分析結果，リサイクル燃料貯蔵㈱や芳賀・山口(1990)による珪藻化石分析結果がある。

 砂子又層は岩相により下位からSnp，Sns，Snmに区分され，それぞれの年代はSnpが概ね2Ma以前，Sns
が概ね2～1Ma，Snmが概ね1Ma以降と考えられる。

 砂子又層の堆積年代は鮮新世～前期更新世と判断される。

砂子又層の各層で得られた年代データ

19．「20万分の1地質図幅「野辺地」(第２版)」について

鮮新世～前期更新世（砂子又層）の堆積年代（当社）

試料採取箇所

第８７８回審査会合（2020.7.17）

資料１－１ p2-11 再掲

コメントNo.S201



19-1219．「20万分の1地質図幅「野辺地」(第２版)」について

目名層について

砂子又

蒲野沢

目名

 野辺地図幅は，芳賀・山口（1990）の区分を踏襲し，蒲野沢層を取り巻く後期中新世の海成層を「砂子又
層」と定義している。

 東京電力（2010），リサイクル燃料貯蔵（2020）および当社は，砂子又丘陵の東通村目名東方に比較的広
く分布する軽石質砂岩及び砂岩を主とした後期中新世の地層を，「目名層」としている。
 目名層は，蒲野沢層を不整合に覆い，砂子又層（野辺地図幅の浜田層）に不整合で覆われる。
⇒事業者が定義する目名層は，野辺地図幅が記載する砂子又層に相当し，分布範囲・年代の認定は同じで
あることから，両者は互いに対応する地層であると判断される。

コメントNo.S201

①

②

④

③

⑤

下北半島北部周辺の地質図・地質断面図 下北断層北部周辺における目名層の柱状対比図

R.Californica zone

R.Californica zone

T.yabei zone

D.praedimorpha zone

D.praedimorpha
zone

D.praedimorpha zone

T.yabei zone

R.californica
zone

T.yabei zone

D.praedimorpha
zone

R.californica
zone

D.praedimorpha
zone

軽石質砂岩～軽石凝灰岩
• 重鉱物は角閃石が比較的多い

• 淡紫いろのβ石英を少量含む



19-1319．「20万分の1地質図幅「野辺地」(第２版)」について

砂子又層について

 野辺地図幅では，芳賀・山口（1990）に基づき，下北半島東部に分布する鮮新統～下部更
新統を浜田層としている。

 北村編（1986）では，東通村蒲野沢より陸奥横浜を経て陸奥湾東方の低地一帯に広く分布
する地層を砂子又層と定義している。

 当社は，下北半島東部の鮮新統～下部更新統の広い範囲を砂子又層として定義した北村
（1986）に倣い，敷地周辺に広く分布する鮮新統～下部更新統を一括して砂子又層として
いる。
⇒当社が定義する砂子又層は，野辺地図幅が記載する浜田層と分布範囲・年代の認定が
同じであることから，両者は互いに同じ地層を認定したものと判断される。

コメントNo.S201

敷地周辺陸域の地質図（当社）

芳賀・山口（1990）の地質図の範囲

北村（1986）の地質図の範囲



19-1419．「20万分の1地質図幅「野辺地」(第２版)」について

新第三紀中新世～前期更新世の地質分布の比較

敷地周辺陸域の地質図（当社）野辺地図幅の地質図

 野辺地図幅における中新統，鮮新統～下部更新統は，当社と概ね同様の地質分布である。

 野辺地図幅の砂子又層と当社の目名層の分布範囲はほぼ同じである。

 野辺地図幅の浜田層と当社の砂子又層の分布範囲はほぼ同じである。

コメントNo.S201



19-1519．「20万分の1地質図幅「野辺地」(第２版)」について

野辺地図幅の凡例
コメントNo.S201



19-1619．「20万分の1地質図幅「野辺地」(第２版)」について

まとめ

 野辺地図幅に示されている活構造と，当社が評価する震源として考慮する活断層を比較した結果，野辺地図幅が示す
横浜断層，出戸西方断層，上原子断層，底田撓曲（当社の七戸西方断層）は，いずれも当社が震源として考慮する活断
層と評価する範囲（南端・北端）・長さに包含されることを確認した。

 野辺地図幅に記載されている中新統の猿ヶ森層，泊層，蒲野沢層及び砂子又層並びに鮮新統～下部更新統の浜田層
は，それぞれ当社の中新統の猿ヶ森層，泊層，蒲野沢層及び目名層，並びに鮮新統～下部更新統の砂子又層に概ね
対応し，これらの分布範囲・年代の認定は同じである。

コメントNo.S201

20万分の1地質図幅「野辺地図幅」（第2版）の断層評価，地質層序を踏まえても，当社評価に変更はない。
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